
遺跡遠景　根室市温根沼３遺跡

公益財団法人

北海道埋蔵文化財センターだより

「テエタ」はアイヌ語で“昔”を意味します。北の大地で繰り広
げられた昔の人々の文化や環境を、現在と未来の人々に伝えるの
が私たちの仕事です。昔のこと、古いことを広く知ってほしいと
いう願いを込めて「テエタ」をこの冊子のタイトルにしました。
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　2016年6月27日、遺跡を東から西に臨む。根室半島の付け根にあたり、写真左奥に温根沼大橋がみえる。その左が温根沼、
右がオホーツク海になる。中央の黒色または褐色の土壌がみえている部分が調査を行った区域。
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○平成28年度発掘調査一覧

平成 28 年度発掘調査遺跡位置図

（平成28年4月1日現在）

事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

国北

土海

交道

通開 

省発

　局

札幌開発建設部 根志越地区遊水地整備事業 千歳市 根志越５遺跡 2,120

函館開発建設部 高規格幹線道路函館江差自動車道 木古内町

幸連 4 遺跡 2,137

釜谷 10 遺跡 1,612

泉沢６遺跡 1,411

札苅７遺跡 1,152

札苅７遺跡（林道下） 350

札苅５遺跡 63

幸連５遺跡 61

室蘭開発建設部 国営土地改良事業勇払東部地区 厚真町

厚幌 2 遺跡 1,083

豊沢５遺跡 729

幌内 7 遺跡 189

富里１遺跡 1,551

旭川開発建設部 名寄川河道掘削工事 下川町 上名寄８遺跡 800

釧路開発建設部

根室防雪事業改良等工事

根室市

別当賀一番沢川遺跡 2,000

根室道路事業
幌茂尻１遺跡 2,200

温根沼３遺跡 2,230

鉄道運

輸機構
北海道新幹線建設局 北海道新幹線建設事業 知内町 湯の里２遺跡 84

北

海

道

胆振総合振興局 厚幌ダム建設事業
厚真町

上幌内 4 遺跡 300

上幌内 5 遺跡 9,550

オニキシベ 3 遺跡 6,370

厚真川広域河川改修事業 オコッコ１遺跡 260

十勝総合振興局 農道特対 新得町 屈足 17 遺跡 900

合計 37,152

旭川

函館

札幌

新得町　屈足１７遺跡

下川町　上名寄８遺跡

厚真町 厚幌２遺跡
 豊沢５遺跡
 幌内７遺跡
 富里１遺跡
 上幌内４遺跡
 上幌内５遺跡
 オニキシベ３遺跡
 オコッコ１遺跡

木古内町 幸連４遺跡
 幸連５遺跡
 札苅５遺跡
 札苅７遺跡
 札苅７遺跡（林道下）
 泉沢６遺跡
 釜谷10遺跡

千歳市 根志越５遺跡

知内町　湯の里２遺跡

根室市 別当賀一番沢川遺跡
幌茂尻１遺跡
温根沼３遺跡
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○平成28年度の発掘調査（その1）

石囲い炉の調査

知
しり

内
うち

町湯
ゆ

の
の

里
さと

２遺跡

　遺跡は、JR湯の里知内信号場・道の駅しりうちから

南西へ約500m、知内川支流の出石（イデス）川左岸の

舌状台地上に立地します。昭和58年度の調査では、縄

文時代前期後半を主とした遺構・遺物が検出されていま

す。今年度の調査では、竪穴住居跡1軒、石囲い炉1 ヵ所、

焼土4 ヵ所、剥片集中1 ヵ所を検出しました。石囲い炉

の大きさは、長径約1.2mです。12点の礫・礫石器が楕

円形に並べられており、内側から焼土が検出されていま

す。遺物は、土器約2,700点、石器等約1,300点、合計

約4,000点が出土しました。土器は、縄文時代前期後半

の円筒土器下層b 〜 d1式のものがほとんどを占めます。

調査の様子

　遺跡は、木古内町市街の北東約7㎞、JR泉沢駅の北

900m、現海岸線からは約1㎞内陸の河岸段丘上に立地

しています。平成27年度に続く調査で、昨年度の調査

範囲の北側を調査しました。

　遺跡の西側は橋呉川の最下流の支流に面し、緩やかな

斜面となっており、遺構や遺物は、斜面縁から約20m

の幅の間に集中してみつかりました。

　検出された遺構は、焼土8 ヵ所、土坑1基のほか、剥

片集中が1 ヵ所で、焼土の1つは石囲い炉でしたが、周

囲から住居跡の痕跡はみつかりませんでした。出土遺物

は、縄文時代後期前葉のものが主体です。

　遺跡は、木古内町市街から北東へ約5㎞の標高20 〜

28mの海岸段丘上に位置しています。調査範囲は昨年

の北側にあたり、縄文時代前期後葉の集落の続きが確認

されています。

　遺構は7月現在、竪穴住居跡11軒、土坑41基、焼土5 ヵ

所、盛土遺構1ヵ所が検出されています。

　竪穴住居跡は径4 〜 6m、土坑は径0.5m程度のものが

主体で、盛土遺構は斜面部の20m程の範囲に広がって

います。

　遺物は縄文時代前期後葉から後期前葉の土器、石器が

出土し、遺構もその時期に相当すると考えられます。

木
き

古
こ

内
ない

町幸
こうれん

連４遺跡

竪穴住居跡
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　遺跡は、厚真川の支流、オニキシベ川左岸の標高約

80mの段丘に立地しています。調査は平成26年度から

三年目を迎え、これまでに竪穴住居跡12軒、土坑28基、

石組炉7基、焼土11 ヵ所など、縄文時代後期の時期の

遺構が主体です。

　今年度の調査区は北側の緩斜面部分で、遺構は竪穴住

居跡や土坑、Tピット、石組炉などがあり、時期は縄文

時代後期前葉が主体です。竪穴住居跡は長径4m未満の

小型のものや、土器囲いの炉跡をもつものがあります。

　遺物は縄文時代後期の土器のほか、黒曜石剥片、石斧、

礫石器などが多くみられます。

厚
あつ

真
ま

町オニキシベ３遺跡

厚
あつ

真
ま

町上
かみほろない

幌内４遺跡

　遺跡は、厚真川の右岸に面する段丘に立地しています。

調査は平成26年度から三年目を迎え、本年度は北側の

斜面部を発掘しています。上位の黒色土層ではアイヌ文

化期の礫集中を確認し、小刀・刀子等の鉄製品が出土し

ました。下位の黒色土層ではTピット1基と土器集中3 ヵ

所、礫集中1 ヵ所を調査し、縄文時代中期・後期の遺物

が多く出土しています。Tピットの位置から約1m離れ

た斜面では、黄色の地山の土が堆積している状況がみら

れ、Tピットを構築した際の掘り上げ土と考えられます。

小刀と礫

調査の様子

　遺跡は、厚真市街地から北東へ約10km、厚真川左岸

の標高60m前後の河岸段丘上に位置し、キウキチ沢川

を挟んだ西側対岸に厚幌1遺跡があります。昨年度に続

き、調査区西側で見つかった縄文時代前期の「捨て場」

と思われる遺物の集中域を調査しています。主な出土遺

物は石皿、砥石、つまみ付きナイフ、石槍、石斧、たた

き石、焼獣骨片、黒曜石の微細剥片等です。特に南側の

緩斜面で大型の礫が多く出土しました。また自然地形の

盛り上がりに加え、遺物とともに20 〜 30㎝の厚さで土

が堆積していることがわかり、捨て場周辺では剥片集中

や焼土跡も検出されました。

厚
あつ

真
ま

町厚
あっぽろ

幌２遺跡

「捨て場」の調査
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　遺跡は、根室市街地から南西約6㎞に位置し、小規模

な沢に挟まれた舌状台地の先端部に立地しています。

　今回の調査は、根室道路の工事に伴うもので、5 〜 7

月にかけて行われました。遺構は、竪穴住居跡が3軒見

つかりました。時期は擦文文化期と推定されます。遺物

は、土器では縄文時代及び擦文文化期のものが少量みら

れ、石器は黒曜石製の剥片や礫などが出土しました。

　竪穴住居跡は、いずれも地表から窪みとして確認でき

たことが特徴です。また、3軒の内2軒では礫集中がみ

られました。

根
ね

室
むろ

市幌
ぽろ

茂
も

尻
しり

１遺跡

　遺跡は、JR根室駅から南西へ約9㎞、温根沼地区の海

岸段丘上（標高23m前後）から無名沢の源流部（標高

16m前後）にかけて広がっています。

　調査の結果、摩周f 〜 jテフラの下位から縄文時代早

期中葉・後葉の遺構・遺物が見つかりました。遺構のう

ち、礫集中として調査したものの一つでは、拳よりやや

大きな礫・礫片約1,600個がまとまった状態で出土しま

した。礫・礫片の大部分は焼けて赤みをおびています。

　一方、テフラの上位からは擦文文化期後期の土器、貼

付文の施されたオホーツク式土器などが得られていま

す。

根
ね

室
むろ

市温
おん

根
ね

沼
とう

３遺跡

まとまってみつかった礫・礫片

竪穴住居跡の調査

新
しんとく

得町屈
くったり

足17遺跡

　遺跡は、新得町市街地から北東へ9.5㎞、十勝川上流

域左岸、標高約310mの河岸段丘上に位置します。調査

では縄文時代各時期の遺物が出土しました。

　主な遺物は早期では暁式の土器片にロジン岩製の有孔

磨製石斧（擦り切り手法）等、前期では石器類、中期で

は北筒式の土器片と黒曜石製石槍とそれを製作した際の

多量の剥片等があります。

　前期頃の沢頭には湧水跡があり、シカの足跡と石器剥

片が見つかり、狩場と石器製作跡としてこの場所が利用

されたとみられます。

縄文時代の湧水跡（同心円状の砂溜まり）とシカの足跡
（薄いシミは早期頃、黒いシミは前期頃のもの）
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　わたしたち北海道埋蔵文化財センターは道路や河川改

修、ダム工事などに伴い、工事で壊れてしまう遺跡を記録・

保存するため発掘調査を行っています。私は現在、函館江

差自動車道道路用地内の発掘調査と報告書の作成をしてい

ます。

　北海道開発局は2015年5月15日、高速道路4区間の開通

見通しを発表しました。函館江差自動車道の茂辺地IC 〜

仮称・木古内ICの区間（16Km）は2019年度の開通予定で、

新幹線も2016年3月に開業、観光や物流、救急医療も便

利になるため、道路完成に期待も大きいことと思います。

　木古内町で函館江差自動車道の建設に伴う埋蔵文化財の

発掘調査が始まったのは平成23年の釜谷8遺跡、札苅5・

6遺跡からで、私は翌年の釜谷8遺跡に来ました。ここで

は縄文時代早期〜後期前葉の遺構・遺物が検出されていま

す。函館、北斗市から続く国道228号線は海岸沿いを通り、

木古内町釜谷地区に入ります。

　遺跡は国道より1.3㎞山側に入った、標高90m前後の海

成段丘上にあります。このころ周辺では道路工事は行われ

ていませんでした。調査区ではアブやブヨ、青大将は当た

り前、ここではヒグマが多く出没していたため、週2回地

元の猟友会に巡回をしてもらっていました。ハンターさん

は近くの草むらで、前の晩とみられる熊の寝床を発見しま

した。背の高い草むらは大きく丸い窪みとなって草が倒れ

ており、その大きさからとても恐ろしく感じました。幸い、

作業中に熊は出ませんでしたが、マムシの多いところで調

査区と草地や林の境、仮設トイレの周辺で何度もマムシが

出ました。このときは野生動物との事故が心配でした。

　平成25年、札苅7遺跡の調査が始まりました。遺跡は海

岸線より700m山側に入ったところにあります。ここでは

縄文時代後期後葉の集落と盛土遺構が検出されています。

現場へは車1台分の幅、カーブ手前に対向車の退避場があ

る林道を通って行きます。

木古内町釜谷８遺跡調査の様子

○ 発掘調査と安全

　当時は新幹線工事も佳境に入り、現場の西側で線路の橋

脚工事をしていた工事車両が慌ただしくこの林道を駆け抜

けて行きます。また、地元の人々の大事な生活道路でもあ

り、ここを作業員さん50数名、ワンボックス車7台に分乗

し、一部ピストン輸送で現場に向かいます。充分に車間距

離を取るよう、調査員は発車の合図を出し、車は低速で進

みます。調査範囲はこの林道を挟み10,690㎡。7台分の駐

車スペースもこの調査区内の調査を終了させながら捻出し

ていかなければなりません。車は事故の無いよう、慎重に

動きました。

　翌年9月、自然保護動物に指定されているタカの巣立ち

を待ち、泉沢5遺跡（主に縄文時代中期前半〜後期前葉の

遺構・遺物を検出）とその周辺では私たちの調査の他、道

路工事により業者が2社入りました。1社は橋脚工事、も

う1社は発掘調査の終了した範囲から小刻みに引き渡し、

調査と並行しながら工事用道路を作っていきます。橋脚で

作業する巨大なアームを持つ高所作業クレーン車の傍をワ

ンボックス車6台に分乗し現場に向かいます。橋脚工事に

は常時何台ものダンプカーが土砂を搬入しに来ます。ある

ときには1日に生コン車40台がやってきました。もちろん、

ダンプや生コンの運転手さんも慎重に運転しています。お

互い道を譲りあい、安全確認で右手を挙げます。言葉は交

わせませんが、意思の疎通が取れていることに少しの安心

感が生まれます。

　車両を扱う作業員さんも、日々土を掘り下げている作業

員さんも、自身の体調管理と周辺に気を付けて作業を進め

てくれています。休憩時間、皆でおしゃべりを楽しみ、お

腹の底から笑っている光景は、私を安心させてくれます。

今日も笑い声が風に乗って響いています。発掘調査の進行・

調査の成果とともに、日々の安全を守ることも私たちの大

切な仕事です。

（第1調査部第3調査課　主査　袖岡　淳子）

現場を行き来する工事車輌と作業員輸送の
ワンボックス車が退避場ですれ違う
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◆交通案内◆
・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）・夕鉄バス（文教通西）に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

○人事異動

　○昇任（4 月 1 日付け）	

　　小杉　充	 総務部総務課長

　　中村貴志	 総務部会計課長

　北海道立埋蔵文化財センターでは「北の縄文」をテーマに、道内各地の縄文文化を体感し、勾玉づくりなどの体験を通し

て、北海道の縄文文化への関心を高めることを目的とした特別展示を行っています。

　今年度も毎年恒例の縄文工房（旧縄文生活体験ひろば）に加えて、「縄文探訪」を開催しています。これは、道内の各市

町村毎に縄文遺跡を訪ね、紹介する展示です。縄文時代には市や町の境もありませんが、各市町村によって、遺跡が調査さ

れ、保護され、伝えられてきた歴史や風土があります。それらをわかりやすく紹介できればと考えています。

　第3回目の今回は、恵庭市を紹介しています。　また、この展示に合わせた体験メニューを縄文工房として提供しています。

　ぜひ、この機会にご来館ください。　

　展示期間　 平成28年7月9日（土）〜 9月25日（日）

※期間中の休館日　　月曜日（祝日開館日を除く）

　期間中の祝日開館日　7月18日、9月19日（月）・22日（木）

○特別展示「北の縄文」のご案内

展示の様子（カリンバ遺跡・柏木Ｂ遺跡など）展示の様子 展示の様子（柏木川４遺跡など）

○採用（4 月 1 日付け）	

　葛西宏昭	 総務部総務課主任（再雇用）

　磦田千秋	 総務部会計課主任（再雇用）

　三浦忠善	 総務部業務課参与

○退職（3 月 31 日付け）	

　葛西宏昭	 総務部総務課長

　磦田千秋	 総務部会計課長

　徳田京一	 総務部業務課参与

　谷島由貴	 第 1 調査部第 4 調査課主任（再雇用）

　奥山さとみ	 第 2 調査部第 2 調査課嘱託


